
助六寿司 幕の内弁当

地芝居の雰囲気を楽しむため、本公演に限り、
観劇中、客席内での飲食ができます。  ※飲酒はご遠慮ください。

助六
（お茶付き）

800円

景清
（お茶付き）

1,200円

※写真は
　イメージです。

◆お弁当は事前予約にて承ります。（2/9 締め切り）
ご希望の方は、弁当付き入場券をご購入ください。

主催／長野県伊那文化会館（一般財団法人長野県文化振興事業団）
共催／長野県・長野県教育委員会・伊那市・伊那市教育委員会
　　　信濃毎日新聞社
後援／上松町・大鹿村・下條村・南木曽町・大鹿歌舞伎保存会
　　　上若連・下條歌舞伎保存会・田立歌舞伎保存会
　　　中尾歌舞伎保存会・東濃歌舞伎中津川保存会　

●田立歌舞伎保存会（南木曽町）

　絵本太功記十段目 尼崎閑居の段
え ほ ん た い こ う き じ ゅ う だ ん め   あ ま が さ き か ん き ょ の だ ん

ひ に ん か げ き よ ひ ゅ う が じ ま   ひ と ま る お ん あ い の だ ん

●下條歌舞伎保存会（下條村） 

　非人景清日向島 人丸恩愛の段

か ま く ら さ ん だ い き　み う ら わ か れ の だ ん

●大鹿歌舞伎保存会（大鹿村）

　鎌倉三代記 三浦別れの段

お申込み･お問合せ

【ホームページ】 https://inabun.jp/

客席前方部は桟敷席となります。
農村歌舞伎の雰囲気をご堪能ください（席数に限りがあります）。

令和６年 ２月25日（日）
開幕 11時30分（開場 10時30分）

長野県伊那文化会館 大ホール

◆チケット発売 令和５年11月19日(日)  午前10時より

さじきせき

900円（当日1,000円）
高校生以下又は18歳未満  無料
団体割引 800円（10名様以上一括購入）

◆観 劇 料
 （全席自由・税込）

【窓口・電話】 長野県伊那文化会館　TEL. 0265-73-8822（9：00～17：00  月曜休館）
【WEB】 （一財）長野県文化振興事業団チケットサービス  https://p-ticket.jp/naganobunka/
【窓口】 ホクト文化ホール／キッセイ文化ホール
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信州農村歌舞伎祭第十五回

◆田立歌舞伎保存会（南木曽町）
　田立歌舞伎は、岐阜県東濃地方から伝わったもので、古文書には享保14年（1729）に神社で初演の記録が残っており、

地元の師匠による浄瑠璃弾き語りで上演されるようになったのは、文久年間（1861～）からです。当時の舞台は台柄座とい

う廻り舞台のある本格的な建物でしたが、大正2年に浮浪者による放火で焼失してしまいました。

　田立歌舞伎が今日まで継承されているのは、地元に師匠と呼ばれる人が絶えることなく続いたこと、また、伝統的に農

村歌舞伎に対する強い愛着と住民の声援が多かったことです。

　昭和30年代後半には映画、テレビなどの娯楽の普及と若者の都会流失で一時中断しましたが、昭和48年、町の無形文

化財に指定されたことを契機に、伝統芸能復活の機運が高まり、地区有志により「田立歌舞伎保存会」を結成して以降、

五宮神社例祭の前日に開催される地区文化祭を公演日として、子供歌舞伎の指導もしながら農村歌舞伎の保存と継承に努

めています。

◆大鹿歌舞伎保存会（大鹿村）
大鹿歌舞伎は、明和4年（1767）に上演された記録が残り、大鹿村の集落にある神社の舞台で演じられ、今日まで伝承

されてきました。

　歴史の変遷の中で、江戸時代から明治時代には、歌舞伎上演は禁令とされましたが奉納歌舞伎として、村人の暮らし

の中で脈 と々受け継がれてきました。

　主な歩みとして、昭和52年長野県無形民俗文化財に指定、昭和59年長野県芸術文化使節団としてオーストリアで公

演、平成4年ドイツ6都市で公演、平成８年国選択無形民俗文化財に指定、平成9年から3年間、文化庁伝統文化伝承

総合支援事業「大鹿歌舞伎地芝居伝習塾」を継続開催するなど、国内外で広く活動を続けています。また、平成29年3

月3日文化庁長官より、国重要無形民俗文化財に指定されました。

　毎年、春の定期公演５月３日（憲法記念日）、秋季定期公演10月第３日曜日に公演を行っています。

お申込み･お問合せ

●ＪＲ飯田線「伊那市駅」から徒歩約20分、タクシーで約5分

●中央自動車道「小黒川スマートIC  ※ETC車専用」から約5分、「伊那IC」
　から約15分

●国道361号線「権兵衛トンネル」伊那市側出口から約10分

交通
案内

【ホームページ】 https://inabun.jp/

◆下條歌舞伎保存会（下條村）
　下條歌舞伎は、享保5年（1720）名古屋から芝居興行の太夫一座が来村し、村内吉岡地区で興行したことに起源します。

　江戸時代は天保、安政のころが最も盛んで明治期に入って名古屋方面から専門的な技術が伝わり、若い愛好者たちによ

って各地区に広まりました。

　昭和30年代ごろから過疎化で担い手が減る中、歌舞伎を継承していた粒良脇、親田、北又の三地区の担い手が昭和46

年に保存会を発足。村無形文化財の指定を受け、毎年11月23日には定期公演を行っています。また後継者育成と伝統芸

能存続のため昭和63年下條中学校に歌舞伎クラブが設立、平成16年下條小学校に村こども歌舞伎が設立、令和２年から

は下條保育所年長児を対象に歌舞伎体験“下條カブキッズ”ができ継承活動を行っています。

つぶらわき お や だ きたまた


